
















開始月 (10月)と終了月 (2月)に英語が好きか」 とういう質問に
6件法 (6rとても好き J~ 1 r大嫌いJ)で学生に回答してもらったとこ

























ンを行う授業を実践してきた 。 テキス卜は Oxford の ~ BUSSINESS VENTURE 
]j]を使用するように決められていた。 i購読」という名前がついた授業で
あるが，他のクラスをネイティブ教員が担当していた ことから ，コミュニ










































この 2点からである。ただし ，(3) グループの意見は，英語にするように
指定した。




















るようにした O また ，聞 き手の学生に対しては発表に対するコメントと自
己評価 (任意)を ，発表した学生に対しては発表の振り返りと自己評価を
ポータルサイトに記入するようにした O 評価は，発表全体を 5段階で評価
し，発表グループの成績に反映させた。 コメン トと評価は，翌週に発表し
たグループに渡した。































































(日本語) ，②調査(日 本語 。r英

































































































































































































であったが，緊張したという 振 り返りがあった。一方，く内容 >のように












た。後期では，~達成感》が増え， ~反省》は減っている 。 このことから，









いる 。 この成長は， 学び合いによって促されたと考える。
前期の《学び》にく英語〉があった。 これは英語の勉強が必要だと感じ
たという振り返りであった 。 後期では《達成感:þ~反省》の両方にく英語
使用 >があった。 r英語を使えた」 という達成感の振り返りと 「英語を勉
強しなければ」 という振り返りがみられた。 プレゼンを通して，英語の必
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